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The Japan Society for Analytical Chemistry 

公益社団法人 日本分析化学会 

付 与 値 証 明 書 

Reference Material 

JSAC PT0671 

プラスチック標準物質 

フタル酸エステル化学分析用（粒状） 

 
本標準物質 1)は、プラスチック中に含まれるフタル酸エステルの含有率を付与した品質管理用

試料である。その付与値は、日本分析化学会の「プラスチック中有害金属成分分析の技能試験」

2) で得られた値に基づいている。表 1 にフタル酸エステル含有率とその室間標準偏差を示す。 

この標準物質はポリエチレンと類似した組成を持つプラスチック中のフタル酸エステルの化学

分析にあたり、この標準物質と分析試料を併行して分析し、試料の分析値が妥当であるかどうか

を確認するときなどに有用である。 
頒布する標準物質は 径 3 mm、長さ 3 mm の粒状のポリエチレン試料であり，10 g を褐色瓶

に封入している。 

表 1 フタル酸エステル含有率付与値 （単位：g/g） 

成分 付与値注１  
所間標準 

偏差注２  

技能試験 

参加試験所数 

DEHP (フタル酸ジ-２-エチルヘキシル)  970 90 37 

BBP (フタル酸ブチルベンジル)  948 78 37 

DBP (フタル酸ジ-n-ブチル) 940 53 37 

DIBP (フタル酸ジイソブチル) 923 72 35 

DINP (フタル酸ジイソノニル) 974 95 20 

DIDP (フタル酸ジイソデシル) 952 66 20 

DNOP (フタル酸ジ-n-オクチル) 984 95 22 

 
注 1 当該技能試験 2) で得られた結果の中央値(Median）を付与値とした。 
注 2 当該技能試験 2)で得られた結果の標準化四分位範囲(NIQR)で、ロバスト法による所間標準偏

差の推定値であり、室間標準偏差ともいう。 
 

使用上の注意 
1. 本標準物質は、冷蔵保存を行う。 

2. IEC 62321-23)、日本分析化学会規格 : JSAC-D1001 ; 20104) の「プラスチックディスク試料

の破砕方法」又は類似の方法で粉砕し、外部からの汚染に注意する。 
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3. 本標準物質の定量は、例えば、IEC 62321-85) に記載されたソックスレー抽出法又は超音

波溶解―再沈法の溶媒抽出法、あるいはその他のスクリーニング法に従う。 

 

保管上の注意及び安定性試験 

1. 保管上の注意 

本標準物質は、冷蔵保存を行う。 
2.安定性試験 

本標準物質の安定性試験は、製造後、定期的に実施し、結果が得られ次第、本会ホームページ

「標準物質」欄に掲載する。 

 
標準物質の調製方法及び均質性試験 

1. 調製方法 

試料は㈱エクセルジャパンより購入した。ポリエチレン原料に、DEHP, BBP, DBP, DIBP, DINP, 

DIDP, DNOP が各々ほぼ 1000 g/g になるよう試薬を添加し、混練して均質化し、約 3 mm径の棒

状に伸ばし、約 3 mm長に切断して柱状の粒（ペレット）とし、冷蔵保存した。同一ロットのポリ

エチレン試料 500 g を確保し、その中からランダムに抜き取った試料を、均質性試験、安定性

試験及び技能試験用とした。 

2. 均質性試験 

500 gの試料母集団の任意の位置からランダムに 3 gずつ抜取り、均質性及び安定性試験試

料とし、溶媒抽出GC-MSでフタル酸エステル分析を行った。試験は2018年6月に5瓶、2018年11

月に3瓶、2019年2月に3瓶（内1瓶からは2試料採取）、2019年3月に1瓶（2試料採取）について

行った2)。 

 

付与値の決定方法 

1. 付与値の決定方法 

IEC 62321-85) に記載されたソックスレー抽出法又は超音波溶解―再沈法の溶媒抽出法

に従って技能試験が行われ、その結果を付与値として採用した。 

2. 分析技能試験の実施期間 

2019 年 3 月 12 日から 6 月 14 日にかけて、第 15 回プラスチック中有害成分分析技能試験

を実施した。そのなかで JSAC PT0671 と同ロットの試料を使って分析技能試験を行った。 

3.付与値の決定 

プラスチック中有害金属成分分析の技能試験に参加した試験機関が報告した結果を集計し

て、ロバストな平均値であるメディアンを付与値と決定した。さらに、ロバストな所間標準偏

差である NIQR を求めて表 1 の付与値に併記した。分析方法の詳細、付与値決定の手順は、

プラスチック中有害金属成分分析の技能試験報告書 2)に記載されている。 

 

承認日  2020 年 1 月 10 日 
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